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❶
い
じ
め
の
ア
相
談
件
数
等
は
。

イ
小
学
生
と
中
学
生
が
訴
え
る
内

容
の
傾
向
な
ど
は
。
❷
中
学
生
を

対
象
に
思
春
期
の
い
じ
め
を
探
知

し
、
解
決
に
向
か
う
た
め
の
仕
組

み
を
見
直
し
て
は
。
❸
品
川
学
校

支
援
チ
ー
ム
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｓ
の
メ

ン
バ
ー
は
非
常
勤
職
員
で
、
不
安

定
な
身
分
の
ま
ま
で
他
の
機
関
と

渡
り
合
う
に
は
限
界
が
あ
る
。
安

定
的
な
身
分
保
障
と
待
遇
が
必
要

で
は
。
❹
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー
が

Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｓ
と
同
じ
役
割
を
果

た
せ
て
い
な
い
課
題
や
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｒ

Ｔ
Ｓ
が
持
っ
て
い
る
教
育
相
談
セ

ン
タ
ー
に
な
い
利
点
は
。
❺
Ｈ
Ｅ

Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｓ
と
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

の
連
携
と
効
率
化
の
考
え
は
。
❻

い
じ
め
防
止
や
解
決
等
の
シ
ス
テ

ム
に
つ
い
て
、
現
状
で
の
課
題
と

課
題
解
決
に
向
け
た
検
討
は
。

　

教
育
次
長　

❶
ア
１
月
末
ま
で

に
小
学
生
485
件
の
目
安
箱
へ
の
投

函
等
が
あ
り
、
学
校
支
援
チ
ー
ム

の
教
育
心
理
相
談
員
が
331
件
の
支

援
等
を
行
っ
た
。
イ
約
４
割
が
自

分
に
対
す
る
い
じ
め
の
相
談
だ
。

小
学
生
は
身
近
な
相
談
が
多
く
、

中
学
生
は
自
分
か
ら
相
談
等
を
す

る
こ
と
は
難
し
い
傾
向
に
あ
る
。

❷
学
級
風
土
調
査
に
よ
り
学
級
状

態
を
客
観
的
に
把
握
し
、
具
体
的

対
応
に
つ
な
げ
る
。
❸
い
じ
め
問

題
等
の
対
応
は
指
導
主
事
の
本
来

業
務
で
あ
り
、
連
携
し
て
専
門
性

を
発
揮
す
る
の
が
学
校
支
援
チ
ー

ム
職
員
だ
。
い
ず
れ
の
区
で
も
非

常
勤
と
な
っ
て
お
り
、
優
秀
な
ス

タ
ッ
フ
確
保
に
努
め
て
い
る
。
❹

品
川
学
校
支
援
チ
ー
ム
は
学
校
に

足
を
運
び
、
教
員
等
と
一
体
と
な

っ
て
早
期
解
決
を
図
る
こ
と
が
で

き
る
。
ま
た
、
教
育
相
談
セ
ン
タ

ー
は
学
校
と
は
切
り
離
れ
た
環
境

で
、
相
談
者
が
安
心
し
て
通
え
る

利
点
が
あ
る
。
❺
状
況
に
応
じ
た

役
割
分
担
と
連
携
が
重
要
だ
。
❻

効
果
的
な
取
り
組
み
を
定
着
さ
せ
、

家
庭
や
関
係
機
関
等
が
一
丸
と
な

り
対
応
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

　

❶
過
去
３
年
間
の
児
童
セ
ン
タ

ー
や
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
利

用
し
た
乳
幼
児
親
子
の
人
数
の
推

移
や
増
減
の
理
由
は
。
❷
人
口
推

計
で
は
、
年
少
人
口
が
年
々
増
加

し
て
い
る
。
乳
幼
児
親
子
が
利
用

し
て
い
る
区
の
施
設
は
、
今
後
増

加
す
る
で
あ
ろ
う
ニ
ー
ズ
に
応
え

ら
れ
る
の
か
。
対
策
を
講
じ
る
計

画
は
。
❸
区
の
虐
待
相
談
に
つ
い

て
ア
件
数
は
。
イ
昨
年
度
と
比
較

し
て
ど
の
よ
う
な
傾
向
に
あ
る
の

か
。
❹
現
在
行
っ
て
い
る
子
育
て

の
不
安
解
消
の
た
め
の
施
策
と
今

後
の
虐
待
防
止
対
策
の
方
向
性
は
。

　

子
ど
も
未
来
事
業
部
長　

❶
乳

幼
児
の
利
用
者
の
延
べ
数
は
、
平

成
22
年
度
が
21
万
６
千
744
人
、
23

年
度
は
節
電
に
よ
る
休
館
も
あ
り

21
万
３
千
849
人
、
24
年
度
は
23
万

４
千
211
人
と
過
去
最
多
だ
。
乳
幼

児
人
口
増
加
に
加
え
、
親
育
ち
支

援
事
業
等
へ
の
評
価
と
受
け
と
め

て
い
る
。
❷
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
応

え
て
い
く
。
❸
ア
イ
12
月
時
点
173

件
で
、
昨
年
度
の
約
12
％
増
だ
。

虐
待
へ
の
意
識
の
高
ま
り
に
よ
る

通
報
の
増
加
が
要
因
と
捉
え
て
い

る
。
❹
児
童
相
談
所
と
連
携
を
図

り
、
予
防
の
た
め
の
相
談
体
制
の

充
実
や
子
育
て
家
庭
を
見
守
る
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
も
努
め
る
。

木
密
地
域
不
燃
化
10
年
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
つ
い
て

　　

❶
不
燃
化
特
区
に
４
地
区
が
前

倒
し
で
指
定
さ
れ
た
が
ア
指
定
の

理
由
は
。
イ
事
業
の
概
要
は
。
ウ

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
と
今
後
の

展
開
は
。
エ
前
倒
し
し
た
理
由
は
。

オ
期
待
す
る
効
果
は
。
❷
未
接
道

敷
地
の
地
域
整
備
等
へ
の
新
た
な

対
処
方
法
は
。
❸
空
き
家
に
対
し

て
の
除
却
の
考
え
方
と
、
空
き
家

を
活
用
す
る
空
き
家
バ
ン
ク
等
の

考
え
等
が
あ
る
。
実
態
を
ど
の
よ

う
に
受
け
と
め
、
対
応
を
考
え
て

い
く
の
か
。

　

区
長　

❶
ア
火
災
危
険
度
が
高

く
、
指
定
に
よ
り
耐
震
化
等
が
加

速
す
る
と
考
え
た
。
イ
老
朽
木
造

住
宅
の
除
却
費
用
の
全
額
助
成
等

だ
。
ウ
説
明
会
で
概
要
説
明
を
し

て
き
た
。
今
後
は
さ
ま
ざ
ま
な
方

法
で
啓
発
し
て
い
く
。
エ
不
燃
領

域
率
70
％
を
め
ざ
す
に
は
、
少
し

で
も
早
く
地
域
に
事
業
の
周
知
が

必
要
と
考
え
た
か
ら
だ
。
オ
除
却

助
成
は
建
て
か
え
へ
の
誘
導
と
な

り
、
効
果
は
大
き
い
。
❷
未
接
道

敷
地
の
建
物
も
除
却
支
援
の
対
象

と
し
、
事
業
の
推
進
を
図
っ
て
い

く
。
❸
26
年
度
予
定
の
空
き
家
等

の
実
態
調
査
の
結
果
を
活
用
し
、

必
要
な
対
策
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ

う
検
討
し
て
い
く
。

　

❶
都
区
の
新
た
な
関
係
に
向
け

て
区
長
の
意
気
込
み
は
。
❷
児
童

相
談
所
の
区
移
管
に
向
け
ア
専
門

職
員
の
確
保
は
。
イ
区
職
員
が
出

向
し
た
こ
と
の
成
果
は
。
ウ
一
時

保
護
所
の
確
保
は
。
❸
職
員
体
制

強
化
等
を
都
に
働
き
か
け
て
は
。

　

区
長　

❶
自
治
権
拡
充
に
向
け

議
論
を
深
め
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
❷
ア
育
成
す
る
。
イ

経
験
が
相
談
対
応
に
生
か
さ
れ
て

い
る
。
ウ
検
討
し
て
い
る
。
❸
移

管
に
よ
り
解
決
を
め
ざ
す
。
現
状

の
改
善
を
求
め
る
こ
と
も
重
要
だ
。

離
婚
家
庭
の
養
育
支
援
に
つ
い
て

　

❶
面
会
交
流
の
取
り
決
め
な
ど
、

子
ど
も
の
視
点
に
立
っ
た
離
婚
相

談
へ
の
取
り
組
み
は
。
❷
養
育
の

取
り
決
め
を
促
す
よ
う
な
書
式
を

検
討
し
て
は
。
❸
既
存
窓
口
を
活

用
し
、
養
育
支
援
の
相
談
を
受
け

て
は
。
❹
ひ
と
り
親
同
士
が
悩
み

を
共
有
で
き
る
場
の
設
定
を
。
❺

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
連
携
し
、
区
民
が
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
や
す
い
工
夫
を
。

　

子
ど
も
未
来
事
業
部
長　

❶
子

ど
も
の
利
益
を
重
視
し
た
対
応
を

し
て
い
る
。
❷
❸
研
究
課
題
だ
。

❹
母
子
福
祉
室
の
利
用
や
自
主
団

体
の
案
内
を
し
て
い
る
。
❺
き
め

細
か
な
支
援
に
努
め
て
い
く
。

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

　

❶
待
機
児
童
に
つ
い
て
ア
緊
急

課
題
か
ら
な
ぜ
外
す
の
か
。
イ
対

策
の
変
化
等
は
。
❷
施
設
型
保
育

マ
マ
の
補
助
等
の
見
直
し
を
。
❸

主
婦
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
つ
い

て
ア
利
用
数
等
は
。
イ
評
価
は
。

ウ
関
係
機
関
と
連
携
し
た
周
知
を
。

エ
子
育
て
層
の
再
就
労
支
援
等
の

視
点
か
ら
、
力
を
入
れ
て
は
。
❹

区
内
の
10
歳
未
満
の
重
大
事
故
等

は
ど
の
程
度
起
き
て
い
る
の
か
。

❺
子
ど
も
へ
の
救
急
救
命
等
に
つ

い
て
ア
保
育
士
等
は
技
術
を
ど
う

身
に
つ
け
て
い
る
の
か
。
イ
保
護

者
向
け
に
講
習
を
検
討
し
て
は
。

　

子
ど
も
未
来
事
業
部
長　

❶
ア

イ
長
期
基
本
計
画
の
改
定
に
伴
う

も
の
で
、
積
極
的
に
進
め
る
姿
勢

に
変
わ
り
は
な
い
。
❷
公
定
価
格

に
基
づ
き
検
討
す
る
。
❸
ア
区
内

関
連
の
実
習
生
は
20
人
等
だ
。
イ

女
性
の
能
力
活
用
は
、
区
内
中
小

企
業
支
援
等
に
欠
か
す
こ
と
が
で

き
な
い
と
の
認
識
だ
。
ウ
周
知
に

努
め
る
。
エ
あ
り
方
を
検
討
す
る
。

❹
平
成
24
年
は
死
亡
が
１
件
だ
。

❺
ア
保
育
園
等
職
員
は
全
員
が
普

通
救
命
講
習
を
３
年
ご
と
に
受
講

し
て
い
る
。
イ
事
故
防
止
の
出
張

健
康
学
習
を
実
施
し
て
い
る
。

高
齢
者
・
障
害
者
福
祉
に
つ
い
て

　

❶
介
護
保
険
法
改
正
に
伴
う
、

サ
ー
ビ
ス
再
構
築
の
考
え
方
は
。

❷
新
設
の
老
人
保
健
施
設
の
ア
コ

ン
セ
プ
ト
は
。
イ
概
要
検
討
は
。

ウ
事
業
者
公
募
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
。
エ
区
民
か
ら
の
意
見
聴
取
は
。

❸
区
有
地
に
民
間
業
者
が
建
物
を

建
て
る
ケ
ー
ス
の
基
本
的
な
考
え

方
は
。
❹
障
害
者
差
別
解
消
法
公

布
に
よ
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
の
作

成
は
。
❺
差
別
解
消
支
援
地
域
協

議
会
の
設
置
を
。
❻
障
害
福
祉
計

画
は
具
体
的
な
目
標
値
等
を
明
記

し
て
は
。
❼
児
童
学
園
の
建
て
か

え
は
、
障
害
者
基
本
計
画
策
定
の

う
え
で
進
め
て
は
。

　

健
康
福
祉
事
業
部
長　

❶
同
等

の
サ
ー
ビ
ス
が
継
続
さ
れ
る
仕
組

み
を
つ
く
る
。
❷
ア
地
域
リ
ハ
ビ

リ
の
拠
点
と
し
て
期
待
す
る
。
イ

複
合
施
設
と
し
て
民
間
の
ア
イ
デ

ア
を
募
集
し
た
い
。
ウ
26
年
度
に

公
募
手
続
に
入
る
。
エ
地
元
町
会

等
に
伺
う
。
❸
行
政
需
要
を
満
た

し
、
事
業
者
が
採
算
を
確
保
で
き

る
こ
と
だ
。
❹
検
討
す
る
。
❺
障

害
に
対
す
る
理
解
促
進
に
向
け
啓

発
を
す
る
段
階
と
考
え
る
。
❻
目

標
値
等
を
入
れ
た
計
画
を
策
定
す

る
。
❼
改
築
計
画
は
、
障
害
者
計

画
策
定
委
員
会
に
諮
り
策
定
す
る
。

公
共
駐
輪
場
の
整
備
に
つ
い
て

　

❶
設
置
台
数
、
放
置
自
転
車
撤

去
数
は
。
❷
撤
去
に
力
を
入
れ
ら

れ
な
い
エ
リ
ア
は
。
❸
再
開
発
が

進
む
地
域
で
の
設
置
計
画
は
。
❹

再
開
発
で
の
設
置
の
ル
ー
ル
化
を

進
め
て
は
。
❺
需
要
予
測
で
計
画

を
立
て
て
は
。
❻
補
助
制
度
で
民

間
駐
輪
場
設
置
を
促
す
検
討
を
。

　

防
災
ま
ち
づ
く
り
事
業
部
長　

❶
区
営
と
民
間
を
合
わ
せ
る
と
５

年
前
よ
り
約
２
千
台
増
加
だ
。
撤

去
数
は
８
千
台
減
少
だ
。
❷
特
に

な
い
。
全
域
で
実
施
す
る
。
❸
武

蔵
小
山
駅
等
で
計
画
さ
れ
て
い
る
。

❹
❺
総
合
的
に
進
め
る
。
❻
事
業

者
の
参
入
で
設
置
台
数
が
増
え
て

お
り
、
必
要
性
は
低
い
と
考
え
る
。

都
区
の
あ
り
方
に
つ
い
て

あ
べ
祐
美
子　

議
員

（
民
・
改
）

吉田あつみ　議員（み・無）

いじめ対策について

品川区防災フェア ( はしご車の乗車体験 )


